
ストック効果の最大化を目指した地方ブロックにおける社会資本整備重点計画の策定

第４次社会資本整備重点計画 （H27.9.18 閣議決定） 国土形成計画
（広域地方計画）

「ストック効果」の最大化を目指す、「戦略的マネジメント」

①集約・再編含むﾒﾝﾃﾅﾝﾝｽ ②既存施設の活用 ③選択と集中

地方の特性 実行性を確保

地方ブロックにおける社会資本整備重点計画

北海道総合開発計画

○ プロジェクトは次の３つを明確化

 完成年次の明示・時間軸の明確化

 期待されるストック効果を見える化

沖縄振興計画等

 プロジェクトを戦略的マネジメントに沿って分類
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【北海道】

【沖縄】

・〔H30年度完成〕〔H32年度完成〕〔H30年代完成〕等、現在完成時期が見込まれている取組を切り出し

・プロジェクトを「既存施設の有効活用とソフト施策の推進」「選択と集中の徹底」「既存施設の集約・再編」に分類

・プロジェクト毎に、取組の実施を通じて今後期待されるストック効果を明示

・メンテナンスに係る記載を充実

・社会資本の目的・役割である「安全・安心」「生活」「成長」に資するプロジェクトを設定

○ 将来像の実現に向け、ブロックごとの指標、具体的事業等をプロジェクトとしてとりまとめ

・時間軸を明確化
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【東北から九州の
８ブロック】


